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ヤクシカの生息状況の現状について 

 

 

１ 全島的な生息数等 

屋久島におけるヤクシカの全島的な推定生息個体数は、環境省が２０年度～２１年度

の間に行った調査（３０地点）によって、１１，７８３～１６，２６４頭とされている。 

生息密度については、同調査では、０頭から９６．７頭／ｋｍ2(平均生息密度は３５

頭／ｋｍ2)となっている。 

また、第２回ＷＧにおいて塩谷氏から、上記報告に新たな３１地点を加えられた６１

地点のデータが入った図(別紙１)が提示され、これによれば、生息密度は０頭～世１４

７．４頭／ｋｍ２となっている。また世界遺産地域内（全体で１３地点のデータ）では、

１５．６頭／ｋｍ2（愛子）～１４７．４頭／ｋｍ2（西部林道）と高い生息密度を示し

ている。 

 

２ 地域別の生息数等 

前述のとおり、全体的に高い生息密度となっているが、地域によって大きな差

がある。 

  環境省が平成 20 年度から 21 年度に行った調査による地域別の個体数の推定値（１１，

７８３～１６，２６４頭）は、以下のとおりとなっている。 

 

西部地域  (面積約 １９２．３０ｋｍ2) ： ５，９４０～ ８，２０２頭 

北東部地域 (面積約 １８８．６６ｋｍ2) ： ４，２２３～ ５，８２７頭 

南部地域  (面積約 １２３．９２ｋｍ2) ： １，６２０～ ２，２３６頭 

 

さらに、細かく見ていくと、生息密度が最も高い地域が西部の西部林道周辺地

域で１００～１５０頭／ｋｍ2 程度、これに続く地域が東北部の小瀬田の町営牧

場周辺地域の９０頭／ｋｍ2 程度、西部の大川林道（低標高部）地域が５０～７

０頭／ｋｍ2 程度、奥山の永田岳地域、高塚山地域、小杉谷地域、花之江河地域

が４０～５０頭／ｋｍ2 程度と高い密度となっている。これらはほとんどが世界

遺産地域となっている。 

一方、生息密度が１０頭／ｋｍ2 程度以下の地域としては、南部の尾之間、湯

泊、中間の低標高地域が挙げられる。 

 

（注）屋久島の面積は、５０４．８８ｋｍ2 で、うち世界自然遺産地域は１０４．

４７ｋｍ2 である。 
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図１  61地点によるヤクシカ密度空間ポテンシャル及び 3分割区域の推定個体数 

（塩谷氏提供資料） 
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図２  ヤクシカの生息密度空間ポテンシャルと面積割合 
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平成２１年度霧島屋久国立公園屋久島地域におけるヤクシカ適正管理方策検討業務 

各調査地点における糞粒調査結果 
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（矢原座長メモ）  

ヤクシカの個体数のトレンド 

 

【戦前】 

    シカ生息密度はかなり高かった（定性的な文書記録）。 

 

【1970年代】 

    10年間の禁猟による全面保護を実施。シカ頭数は約2000頭位で推移したと推定される。 

 

【1980年頃】 

    農林業被害が出始めた。しかし、昼・夜間の林道や奥山でシカを目撃することは稀だ

   った（1984-87年：矢原による固有植物調査当時の記憶）。 

 

【1995年→2005年】 

    ライトセンサスによる目撃数が増えた（立澤・矢原らの調査：西部林道・小瀬田林道 

  で10倍程度、宮之浦林道・安房林道で数倍程度、奥山で微増、南部では増えていな 

  い）。1997年植物レッドリスト編集の時点で絶滅危惧植物への影響が顕在化。 

 

【1997年→2006年】 

    西部林道固定観察ルートでの目撃数が約6倍（幸田博士論文）。 

 

【2006年→2010年】 

    ライトセンサスによる目撃数は、西部林道ではほぼ一定（飽和を示唆）、小瀬田林道 

  では約3倍（川村・幸田）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


